（別紙様式第３）
誓　　　　　約　　　　　書

　主治医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、このたび京都大学原子炉実験所（以下「実験所」という。）の研究炉を使用して実施する医療照射に関し、次のことを確認し、誓約するものである。

（１）主治医及びその医療関係者は、当該医療照射を実施するについては、関係法令及び実験所の原子炉施設保安規定、放射線障害予防規程など関係の取決めを遵守して実施いたします。

（２）主治医及び医療関係者は、当該医療照射において使用を認められた実験所の設備、装置、機器などの機能、構造、取扱い要領などについて、事前に必要なすべての説明を受け、かつ、これに異議又は不服がありません。また、当該医療照射において必要なその他の設備、装置、機器などは、すべて主治医において用意いたします。

（３）主治医及び医療関係者は、患者の被ばく管理を行います。

（４）主治医は、当該医療照射における実験所所員の協力態勢及び人員配置について、必要なすべての説明を受け、かつ、これに異議又は不服がありません。

（５）主治医及び医療関係者の医療照射その他の医療行為から生ずる患者、その関係者及び医療関係者に及ぼす結果については、主治医が一切の責を負うものとし、実験所はその責を負わないこととします。

（６）当該医療照射のための実験所による研究炉の運転により、実験所側の故意又は過失に基づかないで患者、その関係者及び主治医並びに医療関係者に及ぼす損害については、主治医が一切の責を負うものとし、実験所はその責を負わないこととします。

（７）（５）及び（６）により主治医が責任を負う場合において、実験所側がこれらの者に損害を賠償したときは、主治医はこれを実験所に補償いたします。

（８）主治医が実験所敷地内に持ち込んだ器材、資材その他の物品に、実験所側の故意又は過失に基づかないで損害が生じたときは、実験所はその責を負わないことに異議又は不服がありません。
（９）主治医は、原子炉医療照射の実施の際、原子炉施設の保安上の必要のため、研究炉の運転が計画どおり行い得ない場合には、研究炉部長及び研究炉主任技術者と協議のうえ、患者の安全を考慮し、状況に応じて待機、治療の中止、退避など患者に対する適切な処置をとります。
（１０）主治医は、原子炉医療照射の実施に当たって、原子炉施設の保安のため必要があるときは、研究炉の運転が計画どおりに行い得ない場合があることを承諾します。
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